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事務局長　立野泰博
夏休みこども説教「互いに愛し合うために」
ヨハネの手

て が み

紙一 4章
しょう

11節
せつ

 　愛
あい

する者
もの

たち、神
かみ

が

このようにわたしたちを愛
あい

されたのですから、わた

したちも互
たが

いに愛
あい

し合
あ

うべきです。

 夏
なつやす

休みがやってきましたね。キャンプへ行
い

ったり、

プールで泳
およ

いだりして元
げ ん き

気でいますか。ちょっと

苦
に が て

手な早
は や お

起きをしてラジオ体
たいそう

操に毎
まいあさ

朝いっていま

すか。暑
あつ

い日
ひ び

々が続
つづ

きますので、健
けんこう

康には注
ちゅうい

意して、

夏
なつやす

休みを楽
たの

しんでくださいね。

 ところで夏
なつやす

休みは宿
しゅくだい

題もたくさんありますよね。

そこで教
きょうかい

会からも、ちょっと問
もんだい

題をだしてみます。

答
こた

えられるかな？

　第
だい

１問
もん

「イスは何
なん

のためにありますか？」。これ

はわかりますよね。答
こた

え「座
すわ

るため」です。第
だい

２問
もん

「鉛
えんぴつ

筆は何
なん

のためにありますか？」。簡
かんたん

単ですね。答
こた

え「字
じ

を書
かく

くため」です。第
だい

３問
もん

、少
すこ

し難
むずか

しくなり

ますよ。「太
たいよう

陽は何
なん

のためにありますか？」答
こた

えら

れますか。「私
わたし

たちや自
し ぜ ん

然、神
かみさま

様が造
つく

られた世
せ か い

界の

成
せいちょう

長のため」ですね。もっと他
ほか

にも答
こた

えがあるかも

しれませんが、答
こた

えられますよね。それでは最
さ い ご

後の

問
もんだい

題です。これはとても難
むずか

しい問
もんだい

題ですから、しっ

かり考
かんが

えてください。問
もんだい

題「あなたは何
なん

のためにあ

りますか？」どうです？ 答
こた

えられますか。これは

一
いちばん

番難
むずか

しい問
もんだい

題ですね。私
わたし

たちは、まわりのことに

ついては、よく知
し

っています。しかし自
じ ぶ ん

分のことに

なると、わからなくなってしまいます。自
じ ぶ ん

分は何
なん

の

ために生
い

きているのか。その答
こた

えがはっきり出
だ

せ

る人
ひと

は幸
しあわ

せな人
ひと

ですよ。

 今
き ょ う

日読
よ

んだ聖
せいしょ

書は「互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う」ことの大
たいせつ

切

さを教
おし

えています。「愛
あい

し合
あ

うこと」って言
こ と ば

葉として

は簡
かんたん

単でも、どんなことでしょうね。何
なに

をすればい

いでしょうね。その答
こた

えは「神
かみさま

様が私
わたし

たちを愛
あい

され

たように」です。神
かみさま

様はみんなのことを大
たいせつ

切な宝
た か ら

物

として守
まも

ってくださっています。互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う

ことは、神
かみさま

様が私
わたし

を愛
あい

して大
たいせつ

切にしてくださってい

るように、お互
たが

いを大
たいせつ

切にすることですね。イエス

様
さま

の十
じゅうじか

字架も、私
わたし

たちを愛
あい

してくださったことを教
おし

えてくれましたよね。

 さて、最
さ い ご

後にもういちど聞
き

きますよ。「あなたは何
なん

のためにありますか？」。その答
こた

えは神
かみさま

様のために

あるのです。神
かみさま

様に用
もち

いられ神
かみさま

様のみ心
こころ

のままに

生
い

きるためにあります。そのみ心
こころ

というのは、「互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う」ことです。苦
くる

しんでいる友
とも

だちがい

たら、いっしょに苦
くる

しんであげてください。喜
よろ

んで

いるときにはいっしょに喜
よろ

んでください。あなたは神
かみさま

様

からの愛
あい

を共
とも

に生
い

きるため

に「ある」のです。

　6月 3日～5日熊本テルサにて、「スカッ

と気分爽快」といった総･大会が開催され

ました。

　ゲストにサウスカロライナ女性会連盟

教区会長のダイアン姉と副会長のドナ姉

をお迎えし、それぞれに多くの課題を持っ

て、第1回女性会が開かれた熊本に集合。

先輩方の足跡を学び、「何かことを起こし

たければ、女性会に頼もう！」というアメ

リカの教会にある言葉のように、女性が

リーダーシップを持って、女性が女性の

受け皿になって宣教していく時、必ず道は開かれ

る！ と奨励をいただ

き、また希望を新たに各地に遣わされました。新し

い21期（テーマ「キリストにつながる喜び」～祈

りあい、支えあう～ヨハネによる福音書15章 5節

「わたしはぶどうの木、あなたがたは

その枝……わたしを離れては、あな

たがたは何もできないからである」）

は、新会長 谷口美樹姉のもとに動き

出しました。

　全国のルーテル教会信徒のみなさ

ん！ 教会を「元気にするために」つ

ながっていきましょう！

（女性会連盟 前役員 朝倉三枝子）

Information
■るうてる法人会連合第８回総会

日　　時　2009年8月25日（火）～26日（水）

会　　場　学校法人九州学院

礼拝堂（3号館ホール）及び教室

〒862-8676  熊本市大江5-2-1

電話　096-364-6134

Fax　 096-363-2576

基調講演 「キリストの愛を伝える」

 講師：賀来周一

■全国教職退修会

日　時　2009年 9月 7日（月）～9日（水）

会　場　熱海 金城館

〒413-0022 熱海市昭和町10-33

電話　0557-81-6261

テーマ　「今日のミッション･フロンティア」

副　題　～宣教、教会と社会の接点において～

■事務局 夏季休暇のお知らせ

　8月 12日～ 14日は夏季休暇とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。
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谷口美樹 新会長 左から会長のダイアン姉、副会長のドナ姉とエリス先生



第三種郵便物認可 2009 年 8 月 15 日 ２

私の愛唱聖句

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

清
きよしげ

重 尚
なおひろ

弘

東海教区　岐阜教会　

桜木 ウーラ

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

九州ルーテル学院 院長・学長

幸いなるかな貧しきものよ
ルカによる福音書　6章 20 節
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高齢者伝道シリーズ（P2委員会）

独り暮らし。でも、安心……。  
日本福音ルーテル東京教会牧師 関野和寛 

　皆さまの教会にも独り暮らしのご高齢の方、

また家族が遠くに住んでおられ、お一人で生活

されているご高齢の方がいらっしゃるのでは

ないでしょうか。その方が万が一、病気になっ

てしまったら、入院生活を余儀なくされてし

まったら、誰が家族の代わりとなってサポート

することができるでしょうか。「教会、牧師が家

族代わりに」と直ぐに答えたくなりますが、そ

う簡単にいくものではありません。金銭の管

理、延命治療に関わる決定、役所の手続き、また

葬儀のことなど、家族でなければできないこと

がたくさんあります。

　そこで今日ご紹介したいのは「きずなの会」

というNPO法人です。この会は身寄りの無い

方、また家族がいても、後のことを頼めないと

いう方々の家族に代わって身元保証をしてく

れる組織です。行政だけでは行き届かない実

際的な問題に対しても丁寧に対応してくれま

す。また福祉基金により、どんな経済状況の方

でも安心して利用できるシステムになってい

ます。実際にわたしの教会でも会員になられ、

入院から葬儀そして納骨までの事務･行政支

援を受けられた方がいらっしゃいました。本

当に教会として

も助けられまし

た。教会がお独り

暮らしの方の生

活を守るために、

このような組織

と連携していく

こともできるでしょう。

　一度、「独り暮らしになったら、後のことをど

うしていくか」を皆さまの教会でも話し合って

みるのはいかがでしょう。　

■きずなの会（NPO法人）
Phttp://www.kizuna.gr.jp/　
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1909年～2009年

神学校のルター神学への貢献（1）

太平洋戦争前

　何よりも、日本において初めて本格

的にルターの神学を論じられた佐藤繁

彦教授の貢献を挙げなければなるまい。

大正時代にドイツに留学してルター研

究を続けてこられた教授は、帰国して神

学校で歴史神学を教えると共に、情熱を

込めて「ルッター研究会」を創設、月刊

誌「ルッター研究」を発行し、またルター

文書の翻訳をして、ルターの神学的理解

を深め広められた。『ローマ書講解に現

れしルッターの根本思想』（1933刊）は

その成果であるが、1935（昭和10）年、49

歳の若さで亡くなられた。今のルター

研究所や「ルター研究」誌、ルター学会

の創立などはその意思を継いだものと

言ってよい。

　神学校では当時、浅地昇教授が教義

学を講じられたが、米国で学ばれた教授

は佐藤教授とは少し色合いを異にした。

ルーテル教会の信条書の翻訳に努力さ

れると共に、第一書房の世界大思想家選

集に「ルッタア編」のアンソロジーを編

訳し、佐藤教授亡きあと「ルータア研究

会」を始められた。しかし日本基督教団

の成立、神学校の教団の東部神学校との

合流に伴い、神学校を辞され、その後任

に北森嘉蔵教授が就かれた。

　これらの先生方は、それぞれの形でル

ター神学を日本の地に広め、その研究と

教会、神学校の発展に力を尽くされたの

である。

（石居正己）
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■神学講演会

●Ｍ．ルート博士(アメリカ)

　「エキュメニカル運動とルター派のアイデンティティー」

日時　９月4日(金) 14時～　　

会場　ルーテル学院大学　

■日本福音ルーテル社団創立 100 周年記念礼拝　

日時　９月22日(火・祝日) 10時～12時

会場　ＪＥＬＡミッションセンター　

説教者　Ａ．エリス引退宣教師

※日本で宣教のために奉職したアメリカの宣教師(約

40名)招待

※正午～午後２時　愛餐会･交流会（東京･恵比寿）

■パネルディスカッション

　「どうする、どうなるルーテル教会の宣教」

日時　９月22日(火) 15時～18時

会場　ＪＥＬＣ　東京教会　

■神学校(ルーテル学院) 100周年記念式典

日時　９月23日(水・祝日) 10時～12時

会場　三鷹市公会堂

記念式典　記念講演・鎌田寛「命を支えるということ」

●13時30分～15時　記念礼拝(聖餐式)

　　　　　　　　　　ルーテル学院チャペル

●15時～16時30分　大懇親会

　　　　　　　　　  学院トリニティ･ブラウンホール

■創立記念講演　日野原重明氏 講演会　

日時　10月12日(月・祝日)14時～15時30分

会場　ルーテル学院大学
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■全国青年修養会■■■■■■■■■■■■■■■■

日程：9月20日（日）18時～22日（火・休）16時

場所：田園調布教会　

テーマ：530（ゴミゼロ）

主催：全国青年連絡会／後援：宣教室TNG-YOUTH

企画運営：ルーサーリーグ（東）

聖句：私が父を愛し、父がお命じになったとおりに

行なっていることを、世は知るべきである。

さあ、立て。ここから出かけよう。（ヨハネ福

音書14:31）

ブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/luther530/

連絡先：luther_youth_530@yahoo.co.jp

　キリストに連なる青年同士のキャンプです。ゴミ問題をもとに普段の生活と教会

生活の繋がりを考えたいと思います。最終日に後泊を設けましたので、可能な方は23

日（水）のルーテル神学校創立100周年記念行事にも一緒に行きましょう！

■日本･フィンランド交換宣教ツアー■■■■■■■■

　フィンランドからの日本への宣教師派遣は、1900(明

治23)年12月、ウェルローズ宣教師一家４人と、それに

17歳のクルビィネン嬢が九州の長崎に到着し、最初の

宣教師として日本の地を踏み、フィンランドからの宣教

の歴史を刻んでいます。ウェルローズ宣教師一家４人と

クルビィネン嬢は、２ヶ月半にわたる船旅の後、クリス

マス間近い12月13日に長崎に到着し、旅装を解いてい

ます。2010年はフィンランドから最初の宣教師が来日し

て、110年となります。「宣教の歴史」の節目の時を迎え、

日本福音ルーテル教会の宣教記念事業として、以下の宣

教ツアーを立案・計画・実施いたします。

　2010年6月30日～7月12日に予定されている宣教ツアー「JELC訪芬プログラム」

に各教会(会員・教職・関係者)の方々が参加されることを心よりお待ちしています。

● SLEY(フィンランド福音ルーテル協会)訪日プログラム

2010年 4月 2日～12日（フィンランド⇒日本）

計画主体: フィンランド福音ルーテル協会(SLEY)

受入責任: 日本福音ルーテル教会事務局／参加予定人数:20名程度 

● JELC(日本福音ルーテル教会) 訪芬プログラム

2010年 6月 30日～7月12日　　

計画主体: 日本福音ルーテル教会事務局

受入責任: フィンランド福音ルーテル協会(SLEY)

主なプログラム: KALVIAで SLEY福音大会に参加とドイツでの受難劇鑑賞

参加予定人数:25名 (募集人数になり次第締め切り)　
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